
H26科学技術コミュニケーション推進事業機関連携推進

「ネットワーク形成型」

復興農学による官民学連携
協働ネットワークの構築と展開

（公社）農業農村工学会・東京大学／提案責任者 渡邉紹裕

（公社）農業農村工学会・佐賀大学／実施担当者 徳本家康

（公社）農業農村工学会・茨城大学／実施副担当者 西脇淳子

（公社）農業農村工学会・三重大学／経理担当者 坂井勝

（公社）農業農村工学会・佐賀大学／契約担当者 宮本英揮

（公社）農業農村工学会・三重大学／連絡担当者 渡辺晋生

国際土壌年（２０１５年）
の慶祝ステッカー



本課題申請の背景

提案機関：農業農村工学会（約9500名 全国各地の大学等）

- 東日本大震災直後に、農業被害の実態調査の実施

- 学術会議重点大型研究に指定された「復興農学」により、

農業復旧・復興策の推進を図る。

復興農学による官民学連携協働ネットワークの必要性

復興農学によるアウトリーチ活動の必要性

土壌のアウトリーチ活動は
世界の潮流

重点化課題：人材育成
FAO会長

土壌物理研究部会（会員数 約400名）



震災復興のアウトリーチ活動への取り組み

科学館（ムシテックワールド）との出会い

‐ 国際学会における放射線教育の発表

‐ 塩澤仁行 事業グループリーダーから

科学館の子供・市民向けに研究成果を

紹介・情報提供の依頼

‐ 小学校への復興農学の出前授業

認定特定NPO法人 ふくしま再生の会との連携

‐ 福島県の避難指示解除準備区域に指定される佐須において、

村民と協働による農業復興支援を行うNPO法人

‐ 関東および東北圏にいる土壌物理研究者が参加

平日：大学人、 週末：「ふくしま再生の会」



申請内容
目標

組織を超えた協働の精神で官民学の連携を形成し、復興農学に

よる福島の土壌除染の技術や研究成果を市民および子供向けに

情報発信する協働ネットワーク形成

ふくしま再生の会と連携強化

村民のニーズをフィードバックする

対話型ネットワーク

ムシテックワールドを通じた復興農学教育支援

復興農学の科学技術認知度を上げる教育型ネットワークを構築

福島県の小学校を紹介頂き、復興農学のための教育や科学館に

おけるアウトリーチ活動の評価



ふくしま再生の会会員構成

自立再生への力
NPO法人

ふくしま再生の会
＋

村民

専門知識・技術

大学・研究機関

科学への興味

復興農学による協働

農業農村工学会

農地復旧支援と市民のニーズを研究に反映

モデル校
＋

科学館

全体構想



実施企画・計画の妥当性

研究成果

－ 実施副担当者 西脇淳子、土壌物理学会長 溝口勝ら

による福島のセシウム土壌除染後の汚染土のモニタリングと稲作

再生支援

－ 「ふくしま再生の会」やボランティアメンバーへの助言・双方向に

おける現場問題解決策の提案および実施・評価

アウトリーチ活動および情報発信

－ 実施担当者 徳本家康をはじめ、申請担当者らによる

ムシテックワールドへの研究成果情報の提供・イベント開催、

福島の草野・飯樋・臼石小学校（モデル校）への出前授業

国内外への情報発信

国内外における風評被害の払拭



モデル校や科学館への教材提供・出前授業

出前授業イメージ図（溝口らによる写真提供）

土壌物理学会長
溝口教授

大学院生との授業や対話

実験を通した学習授業

大学生への
教育効果

土への関心・
興味・発見

専門家による
復興農学の授業

科学館・ふくしま再生の会・学会
による情報発信

最新情報
の還元



実施計画

H 26 H 27 H 28

学会におけるアウトリーチ
活動の報告発表

ふくしま再生の会

ムシテックワールド

モデル校（小学校）

参加機関

実施期間

稲作付け 収穫

復興農学の授業

学会の開催

HPおよび科学館での復興農学の情報公開

学会の開催 学会の開催

稲作付け 収穫 稲作付け 収穫

科学館におけるイベント



目標・成果ならびに効果：
粘土とセシウムの性質を利用した現場での実践例
(ふくしま再生の会）

農家自身ができる土壌除染法：
田車による除染（2012年４月）

凍土剥ぎ取りによる農地除染
（2012年1月）



除染土壌の処理 － 排水溝に流し込む
(ふくしま再生の会）

洗い流した泥水を溝に蓄積しておき、干上がった後に溝の底と側面の
土壌をサンプリングして深度別に放射能測定した結果

セシウムは土の中に浸みこまない！



教育現場へのアウトリーチ活動例

例１）子供たちのバケツ稲実験サポート

例２）セシウム移動模擬実験

溝口ら（２０１３）

溝口ら（２０１３）



アウトリーチ活動の地域社会への啓発浸透

更なるモデル校増加に伴う復興農学
の情報配信と遠隔授業の試み

SNSや学会HPによる
継続的情報更新

農業農村工学会

復興農学
研究プロジェクト

セシウム除染等の
新たな知見・対策

公共授業に反映

他１３の構成部会への
アウトリーチ活動の要請

（応用水理／材料施工／農村

計画／農業水利／農地保全／
畑地整備／水文・水環境／農村
道路／水土文化／資源循環／
農村生態工学／農業農村情報
／農業農村政策）

H26

H27

H28

飯樋・草野・臼石小学校
科学館

農家による除染後
の田植え支援

小学校・科学館 ふくしま再生の会

飯舘ブランド



支援終了後の財政負担と活動戦略

農業農村工学会によるアウトリーチ活動支援 ：

１． アメリカのデカゴン社、日本のアイネックス、X‐ability社からフィールド

モニタリング装置を農業農村工学会に寄贈してもらい、福島・宮城・岩手・

青森県の復興支援調査研究用に土壌物理の若手研究者に無償貸与

２． アウトリーチ活動に関わる社会貢献の資料作成および広報活動の支援

支援
終了時

すべての申請者らの復興農学および防災に関する
採択科研費が終了

短期目標
アウトリーチ活動を浸透させるために復興農学や
震災復興の大型予算の獲得を目指す

中長期
目標

農業農村工学会の人的資源を有効活用
（他の研究部会にアウトリーチ活動を移植して、
さらなる展開を目指す）



その他のボランティア団体との連携

ふくしま学びのネットワーク

イメージ図の挿入

NPO法人 ふくしま30年プロジェクト


